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　総合して考えれば、3.11 は 20 世紀の文化の限界性を人々に明示し
たといえよう。より根本的に考えれば、産業革命に続く現代の文化の
限界性を、あるいは近代思想に基づく文化の限界性といってもよいだ






























































































































　図 -1 に表示された IEA の部門別エネルギー消費では、エネルギー
白書とは多少の違いはあるものの、基本的には同じ分類に従っている。










































占める電力の割合は 20 － 25％である。電力は日本の最終エネルギー
の約 25％であり、原発は電力の 25％ほどを供給するので、最終エネ





























































































































日 2000kcal のエネルギーを食事から得ることにより、平均約 100W
のパワーで活動することを見た。これが生命体としての人のエネル
ギー消費である。一方現代人は快適な生活のために図 -1、図 -2 に見
るようにエネルギーを消費する。データをもとに一人あたりの平均の
消費エネルギーをパワーとして求めると、アメリカでは一万 W 以上、
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